
製造業でよく聞く
“リードタイム”とは？
リードタイム短縮のメリットは？



代表挨拶

理念:ものづくりの世界をより豊かに
EMPOWERING MANUFACTURING INDUSTRIES 

ものづくりの世界をより豊かにするために、⽣産性向上、品質改善など、数
多の企業様が抱える課題を解決するサービスを展開し、製造業を⽀える。それ
が、株式会社ジャパン・エンダストリアルの使命です。

ものが作られる⼯程とは⾮常に美しいものです。例えば、⼿元の完成した商
品ひとつとっても、そこにある⼩さなネジは、多くの⼈の⼿によって磨き上げ
られ完成し、それがまた、別の⼈の⼿に渡り、新たな部品となる。その部品
も、厳しい品質チェックをクリアして完成し、別のものへ姿を変える。そんな
ものづくりの⼯程にも、それらを通じて完成した商品⾃体にも、私はいつも圧
倒され、魅了されます。

技術畑出⾝ではない私が、こんなにも、ものづくりに魅了されるのは、学⽣
時代の経験に原点があるのかもしれません。野球でひたすら素振りを繰り返し
ていたら、協⼒してくれる仲間が出来、優勝することができた。知らないこと
でも、コツコツと学んでいけば、段々とできることが増えていき、⼤きなこと
を実現できるようになった。⼩さなものから丁寧に積み上げてなにかを⽣み出
すという経験を、ものが作られる⼯程に重ねているのでしょう。

前職でも、私は多くの製造業の企業様を⽀援させていただきました。しか
し、もっと直接的に、ものづくりの⼯程をサポートしたいと思うようになり、
2019年 に独⽴、起業をしました。

今年で創業3期⽬。駆け出したばかりの企業らしく、パートナー企業ととも
にコツコツと実績を積み重ねながら、お客様以上にお客様を想うことを⼤切に
しています。多くのお客様のものづくりの⽀援をさせていただけていることに
感謝を申し上げるとともに、今後とも、ものづくりの世界をより良くするため
邁進して参りしたいと思います。

株式会社ジャパン・エンダストリアル
代表取締役社⻑杉⼭純⼀
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リードタイムとは「オーダーから完了までの期間」のことです。⼀般的に
は、発注（受注）から納品までの所要時間を指します。サプライヤーに発
注して部品が届くまでの時間や、顧客から注⽂を受けてから納品するまで
の時間がリードタイムです。

製造業において「リードタイムの短縮」は重要課題のひとつ。なぜなら、
顧客へいち早く製品を届けることができれば顧客満⾜や利益につながるた
めです。

リードタイムの短縮といってまず思い浮かぶのは在庫を確保することで
しょう。

多くの在庫を積んでおけば、いつ注⽂がきても即納することができます。
いわゆる⾒込み⽣産と呼ばれる状態です。しかし、需要予測が外れてしま
えば⼤量の在庫が陳腐化するリスクがあります。

⼀⽅で、在庫を極⼒少なくして、注⽂を受けてから⽣産するケースはどう
でしょうか。これなら在庫が過剰となるリスクは避けられますが、今度は
リードタイムが⻑くなるリスクが⽣じます。⼀般的にリードタイム短縮と
在庫削減はトレードオフの関係にあるのです。

いままでは⼤量・⾒込み⽣産が主流でしたが、これからの企業は多品種少
量⽣産にも対応しなければなりません。そのため、多くの経営者は過剰在
庫を持たずにいかにリードタイムを短縮するか考えていく必要がありま
す。

そこで今回は「リードタイムにはどういった種類があるのか」という基礎
を振り返り、リードタイムの短縮のメリットを詳しくみていきましょう。
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リードタイムとは



リードタイムは何種類かあり、通常はオーダーの内容によって区別します。
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リードタイムの種類

開発

出荷（輸送）

製造（⽣産）

調達

新製品を計画・⽴案してから設計が完成するまでの
期間です。競合他社にはない新製品を市場にいち早
く投⼊すれば先⾏者利益を享受できます。

出荷の際に使われるリードタイムは、「出荷指⽰を
受けてから納品するまでの時間」を意味します。物
流センターや倉庫で商品をピッキングし、梱包、荷
積み（トラックへの積み込み）、客先への納品まで
にかかる時間のことです。輸送だけに限定していえ
ば、トラックへ積み込みしてから客先に届くまでの
時間をいいます。

製造リードタイムは、「製造指⽰を受けてから、実
際に現場が製造に着⼿、⼯程が完了するまでの時
間」という意味です。⽣産といった場合には、「⽣
産のオーダーを受けてから納品までの時間」を指す
こともあります。製造リードタイムは、製品の仕様
設計の段階で必ず考慮されるもので、仕様書にも記
載されています。

調達に関するリードタイムは、「外部業者へ発注し
てから部品が届くまでの時間」です。資材や部品を
サプライヤーから注⽂する際には、納品までに⼀定
の期間空くため、このリードタイムを考慮して⽣産
計画を⽴てなければなりません。
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リードタイム短縮のメリット

製造業においてリードタイムが重要視されるのは、リードタイムの短縮
によりさまざまなメリットがあるからに他なりません。

省⼒化

製造リードタイムを短縮しようと考えた場合、産業⽤ロボットの導⼊が
頭に浮かぶのではないでしょうか。多くの⼯場で製品の段積みやベルト
コンベアからのピッキングなどに産業⽤ロボットが導⼊されています。
製造時間の短縮だけでなく、従来は⼈の⼿に頼っていた重労働を産業⽤
ロボットが代替することにより、省⼒化が実現できます。

また、⼩ロットで製造したほうがロットの待ち時間が少なくて済みま
す。例えば100個ずつのロットで搬送するより、できた端からロボットが
1個ずつ搬送したほうが全体にかかる作業時間を短縮できるのです。

コストダウン

リードタイムの短縮によるコストダウンの中⾝は、⼈件費と在庫コスト
の減少です。⼈件費が利益を圧迫しているなら、⼯賃削減は有効な⼿段
です。製造リードタイムの短縮によって製品原価に占める⼯賃を削減で
きれば、原価低減を達成できます。

ほかに製造から出荷までの時間が短ければ短いほど、在庫補充のペース
も速く、保有在庫が少なくて済みます。在庫を多く抱える必要がないの
で、在庫管理のコストダウンとなります。過剰在庫を抱えないため、棚
卸しに必要な時間や⼈員も少なくなるのもメリットです。
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短縮で気をつけること

リードタイムを短縮するうえで気を付けたいポイントは、現場の状況を
確認せずに安易に取り組まないことです。

ある⼯程にかかる時間を削減しようと思っても、そもそもの正味作業時
間が短ければあまり効果はありません。そのため、本当にリードタイム
短縮が必要な状態かを確認する必要があります。

ボトルネック⼯程を洗い出したり、無駄な作業がないかを列挙したりな
ど、現状の課題を把握することが⼤切です。
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リードタイム短縮の有効策

ではリードタイム短縮を図るうえで具体的な⽅策にはなにがあるのでしょう
か。有効となる4つの⽅策について解説します。

設計標準化・部品の共通化

製品の開発段階では、設計の標準化が有効です。過去の図⾯を流⽤でき
るようにすれば、個別に仕様を検討せずに済みます。また、部品の共通
化は切り替え時間や在庫管理を簡素化できるメリットもあります。

不良率の削減

製造時間を最も⻑引かせるのが、不良の発⽣です。不良が発⽣すれば時
には⽣産ラインを⽌めて原因を追究しなければなりません。そのため不
良率の削減はリードタイムを短縮するうえで必ず必要となる対策です。

ポイントとなるのは検査⼯程をどこに置くかです。最後に検査⼯程を置
くのはもちろんですが、途中の⼯程でも検査を⾏うことで不良品の早期
発⾒につながります。特にボトルネック⼯程の前に検査⼯程を設けるこ
とで直⾏率を上げれば製造リードタイムは短くなります。

レイアウト変更

⼯場や倉庫のレイアウトを⼯夫することで、導線を作り出します。例え
ば、製品の保管場所は⼊り⼝と出⼝を分けると流れをつくることがで
き、フローショップと呼ばれるライン配置に近づきます。⼊出庫や物を
探す時間を削減することは、リードタイム短縮につながります。
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予告・進捗開⽰

⾃社の発注計画をサプライヤーに開⽰しておくのは、調達リードタイム
短縮に効果的です。事前に予告を出しておくことでサプライヤーからの
納期遅れを防ぐことができます。

これは⾃社の⼯程においても同じです。⼯程ごとの進捗状況を社内に開
⽰することで、後⼯程は準備に取り掛かれます。⼯程間の連携を密にす
ることは効率を上げる要因となります。

さいごに

リードタイムは⽣産計画を⽴てる際にまず考慮すべき重要な概
念です。いち早く顧客に製品を納品できるようにリードタイム
短縮はどの企業も取り⼊れますが、安易に導⼊してはいけませ
ん。

まず現場の状況をよく確認してから課題を
リストアップする必要があります。
この記事を参考に⾃社のリードタイムの短
縮について⼀度検討してみてはいかがで
しょうか。



会社概要

会社名 株式会社ジャパン・エンダストリアル

代表取締役 杉⼭ 純⼀

設⽴ 2019年7⽉23⽇

営業所 〒108-0075
東京都港区港南１丁⽬９−３６アレア品川１３階

TEL：050-3503-8396

FAX：050-3510-9282

事業内容 ・製造業向けコンサルティング事業
・⼯場経営情報を扱うメディアの運営
・製造業向けITサービスの開発・運⽤

主要株主 杉⼭純⼀・REAPRA Ventures Pte. Ltd

顧問弁護⼠ ⾓元洋利（桃尾・松尾・難波法律事務所）

取引銀⾏ 群⾺銀⾏・みずほ銀⾏・三井住友銀⾏
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TEL  : 050-3503-8396
e-mail : info@emdustrial.com

h"ps://www.emdustrial.co.jp

株式会社ジャパン・エンダストリアル公式HP

相談受付中
公式LINEアカウント
左のQRを読み込むと、LINEで友達追加
できます。担当の者が応対いたします。
LINEをご利⽤でない⽅は、下記の電話番
号およびメールアドレスからもご相談い
ただけます。

https://www.emdustrial.co.jp/

